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研究成果の概要（和文）：通信指令室の119番通報における通信指令の音声記録の中から、院外心停止に関する
通信指令および口頭指導を実際に聴取して、口頭指導における問題点を抽出した。それらの情報を元に、実際の
通信指令員と議論することにより、それらの問題点を吟味した。それらの結果を反映させた新しい口頭指導技能
講習会を計画、開催し、院外心停止症例の社会復帰率の向上を図った。

研究成果の概要（英文）：The various issue about 119 dispatch system in prehospital emergency medical
 services was revealed by analyzing actual audio data of conversation between caller and dispatcher.
 Based on those result, discussion among emergency medicine physician and dispatchers was held and 
newly designed skill training course of telephone assisted cardio pulmonary resuscitation was 
developed and aimed to improve the number of resuscitated patients after cardiac arrest with 
favorable neurological outcome. 

研究分野：病院前救急、通信指令
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本邦における病院外心停止症例の社会復帰率は、この10年間で約2倍にまで改善しているが依然として10%に満た
ない。これらを改善する次の一手は、119番通報者に対して、効果的に心肺蘇生法を口頭指導することにあると
考えられる。しかし、口頭指導に対する議論は、普段口頭指導に携わらない医師が中心に、現場の音声記録の解
析無しに議論が展開されることが多い。今回、実際の口頭指導の音声記録を聴取することで得られた問題点を元
に実際の通信指令員と議論し、それらを元に新しい口頭指導技能研修会を立案し、実施したことは、今後の、通
信指令業務の質の改善、院外心停止症例の社会復帰率の向上に役立つと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
本邦における病院外心停止症例について、その場に居合わせた市民によって目撃された院
外心停止症例の 1 か月の社会復帰割合は、この 10 年間で 2.1%から 4.3%まで約 2 倍にまで
改善し、目撃された心室細動/無脈性心室頻拍に限れば、１ヶ月後の社会復帰割合は 10.5%
から 2014 年には 23%にまで改善しているが、全ての心原性院外心停止症例における１ヶ月
後の社会復帰割合は、2014 年でも依然として 7.8%に過ぎない。次なる救急システムの質の
改善は、通信指令員による早期の心停止の認知と心肺蘇生の口頭指導は有用であると考え
られた。心停止の目撃有りの院外心停止症例に対して、指令員による口頭指導は生存退院率
を 1.45 倍高めるとされており、アメリカ心臓協会からの勧告でも、口頭指導はバイスタン
ダーCPR の割合を約 2倍に増やすとされている。しかし、本邦では、依然として口頭指導の
教育プログラムも口頭指導プロトコールも標準化されたものはない。また、大阪府下の異な
る 8つ医療圏における 院外心停止患者に対する口頭指導の実施割合は 38%から 58%と差が
見られ、指導内容も統一されておらず、プロトコルにもばらつきがあった。そこで、本邦で
の救急システムの質をさらに向上させる第一段階として、音声情報を聴取して、現状を把握
し、現状に見合った通信指令員による口頭指導に関する教育プログラムを作成し、それらの
質改善の試みの効果を検証することが必要であると考えられた。 
 
２．研究の目的 
通信指令の口頭指導の質の向上のために、①通信指令の客観的評価のために音声通信記録
を聴取したデータを元にレジストリを構築し、②指令員へのトレーニングの教育プログラ
ムの開発と、③それらの教育を含めた救急通信指令システムの質改善の試みの効果を、市民
による心肺蘇生の実施およびその質を主な指標にすることにより検証することを目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
 
【研究デザイン】前向き・単施設コホート研究 【期間】平成 29 年度から 1年間 【対象】
豊中市（対象人口 17 万人）で 119 番通報された症例のうち各々の適格基準を満たすもの。 
【主たるアウトカム】バイスタンダーCPR の割合 【データ収集・解析】通信指令による口
頭指導レポート、市民によるバイスタンダーCPR の質、院 外心停止記録はそれぞれ既存の
用紙を回収して記録。通信指令の音声記録は、今回新たに作成した評価票にデータを記入し
ながら音声記録を聴取して収集する。それらを元に、通信指令員と会議を行い、口頭指導教
育プログラムを開発し、質及び指標を検証した。 
 
 
４．研究成果 
 
2017 年度 1年間に救急出動件数は 23,194 件、 
そのうち院外心停止症例数は 739 症例であった。 
そのうち、腐敗がみられるなど医師の診断を待た 
なくても明らかに死亡と判断できる、いわゆる社 
会死が 321 症例であり、さらにドクターカーが要 
請された症例と院内心停止が 11 例であり、それら 
を除外した 407 症例のうち、40 症例について実際 
に音声を聴取し解析した。 
 
 
明らかとなった問題点 
① 住所を確定するまでの作業が困難である。 
通報者によっては、動揺しているため正確に通信指令員に伝えられない場合が散見された。
医師はこの点については問わずに通報から口頭指導開始までの時間などを議論しているた
め、通信指令業務の正確な状況が把握されないまま通信指令の質について議論しているこ
とがあきらかとなった。 
 
② 年齢や既往歴を聞き出すことに時間がかかりすぎである。 
心停止が強く疑われる場合にも、規則に沿って年齢や既往歴を聞き出すことに時間がかか
りすぎ、結果として口頭指導開始時刻が遅れていることが明らかとなったため、消防再度と
議論の上、業務を見直して改善する余地があると考えられた。 
 
③ 呼吸に関する確認は困難である。 
すでに指摘されていることであるが、ガイドラインで示されている「正常な呼吸」というも
のは、そもそも呼吸というものを普段自覚していない一般市民にとってそれの有無を見極



めるのは困難であった。また、「呼吸をしている」を「息をしている」と言い換えた場合に、
「息」と「意識」が混同される場合もあり、さらに困難を極めた。現在推奨されている「正
常な呼吸をしている」という項目は、さらに伝えやすさの観点から改善したほうが良い可能
性があると考えられた。 
 
通信指令員とのディスカッション 
上記を踏まえて、23 人の通信指令員を３つに分けて、3 日連続で、通信指令委員とその上
司、および研究者と90分かけた意見交換会を行ない、23人全員からアンケートを聴取した。 
23 人中 6人が救急現場を知らない指令員がいることが明らかとなった。また、23 人中 18人
（78%）が通信指令の業務にやりがいがあると答えた一方で、6名(26%)が、やりがいが無い
と思うときがあると回答し、不要不急な通報でも指令員から中断できないという事情や、ア
ルコール依存者の常習通報、タクシー代わりの搬送依頼、クレーマーへの対応や、救急現場
がその後どうであったかのフィードバックが無いということがあきらかとなった。 
 
口頭技能研修会 
以上のデータを踏まえて、5市 2町から二次医療圏で院外心停止シナリオで口頭指導を用い
た口頭技能研修会を行った。勤務の都合から、研修会は、2日間にわけて開催した。同一シ
ナリオを異なる 3 か所の指令センターの指令員が施行、通報者薬には一般大学生を起用し
た。口頭指導の様子と口頭指導内容は、その場で録画した。口頭指導を展示する指令員には
事前にシナリオがわからないように別室で控えてもらいながら、同じシナリオを 3 回用い
て口頭指導展示を行わせ、所属の指令センターの違いによる口頭指導の差異を共有しなが
ら、全体で振り返りを行い、今後の病院外心停止の社会復帰率の向上を試みた。 
 
今後の展開 
今後は AI を導入した海外での取り組みを踏まえ、本邦でも AI による音声認識を利用した
通信指令業務の質の改善を試みたいと考える。 
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